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２０２２年（令和４年） １０月 ６日 (木) くもり 第２７４１回（当年度第 １０回）例会  
                    

点 鐘                 会長  冨永 典夫君 

国家斉唱                      「君が代」 

司 会                 ＳＡＡ  片平 博己君 

ロータリーソング斉唱            「奉仕の理想」 

四つのテスト唱和              沢田 昌久君

－ 言行はこれに照らしてから － 

１．真実かどうか 

２．みんなに公平か 

３．好意と友情を深めるか 

４．みんなのためになるかどうか 

 ゲスト及ビジター紹介 

 米山奨学生 タンヤピシット・シタン君 

ようこそ江南ロータリークラブへ！ 

 

会長挨拶 

 
 会長  冨永 典夫君 

今月は米山月間です。先月の２２日にクラブ米山奨

学委員長会議と米山学友会の総会があり出席して参り

ました。タンヤピシット・シタン君も出席され、留学生や

米山学友会の方々の活躍を目にして感動致しました。 

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会は、日本の

ロータリーが協同で運営する奨学財団であり、財源は

主に会員の寄付で成り立っています。日本独自のプロ

グラムですが、国際ロータリー（ＲＩ）からも国内全３４地

区の多地区合同活動として認められています。１９６７ 

年に財団法人設立、２０１２年１月には公益財団法人に

移行しました。 

★ 支援の対象は外国人留学生  事業開始から一貫

して、日本の大学・大学院などで学ぶ外国人留学生を

対象にしています。２０１９年４月採用の奨学生数は全

国で８６９人と、外国人留学生を対象とした民間の奨学

金では国内最大規模です。これまでに累 計で、世界１

２９の国と地域からの留学生２万１，０２４人を支援して

います（２０１９年７月１日現在）。  

★ 世界の平和を願って始まった国際奨学事業の始ま

りは１９５２年、東京ロータリークラブ（ＲＣ）の当時の会

長、古澤丈作氏によってつくられた、海外、特にアジア

諸国から優秀な学生を日本へ招き、奨学支援する「米

山基金」の構想にさかのぼります。  「米山」とは、“ 

日本のロータリーの父 ” と呼ばれた米山梅吉氏 （１

８６８～１９４６）のことです。タイから初めて奨学生を迎

えたのは ２年後の１９５４年。以降は、海外からの招へ

いではなく、在日留学生への支援に方針を変え、東京

ＲＣの単独事業から全国の地区に拡大・発展 ました。

留学生数の増加に伴い、ロータリー所在国に限らず世

界に門戸を開くなど、時代とともに変化しながらも、ロー

タリアンと外国人留学生との交流を通じて国際親善と

世界の平和に寄与する、という事業の目的を今日まで

貫いてきました。  

★ 最大の特徴は世話クラブ・カウンセラー制度  その

目的を実現するための制度が「世話クラブ・カウンセラ

ー制度」です。米山奨学生には、地域のロータリークラ

ブから「世話クラブ」が選ばれ、会員の一人が「カウンセ

ラー」となって、日常の相談相手や交流の橋渡し 役と
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なります。奨学生は毎月１回以上、世話クラブの 例会

や奉仕活動に参加し、大学生活では得られない出会 

いと交流を通じて、日本の心、ロータリーの心を学びま

す。会員にとっても、多様な文化や価値観への理解を

広げる機会になっています。皆様にはこれからも米山

奨学生に対してご協力をお願いします。 

米山奨学金授与 

 
タンヤピシット・シタン君 

幹事報告  -別紙-        幹事 岩田  進市君 

出席報告                 委員 木本 寛君 

会員数 出席者数 欠席者数 出席率 

４６名 ３２名 １４名 ７８．０４％ 

ニコボックス                委員  木本 寛君 

〇クラブフォーラム米山記念奨学委員会タンヤピシット・

シタンさんようこそ江南ロータリークラブへ！  

冨永 典夫、南村 朋幸、岩田 進市、駒田 洋平 

各君 

〇米山記念奨学委員会のクラブフォーラム、タンヤピシ

ット・シタンさんの卓話です。よろしくお願いします。 

加藤 義晴君 

 

〇クラブフォーラム米山記念奨学委員会タンヤピシット・

シタンさんようこそ江南ロータリークラブへ！ 

倉知 正憲、松岡 一成、伊藤 靖祐、岩田 静夫、  

長瀬 晴義、中村 耕司、富田 清孝、近藤 道麿 

各君 

卓 話 

 
     クラブフォーラム米山記念奨学委員会 

米山奨学生タンヤピシット・シタン君 

「タイの歴史と修士論文の紹介」
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点 鐘               会長  冨永 典夫君 
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本日の食事 

 
 

委員会報告 

１０月８日（土）～９日（日） 

ドライブ同好会を開催しました。 

 
 

 
 

 
石川県小松市 

日本自動車博物館にて集合写真です 

 

東尾張分区 IM事前ディスカッション 

 

 
１０月１４日（金）１８：００より岩倉市生涯学習センタ

ーにて武藤栄司ガバナー補佐、浅野勝美岩倉ＲＣ会

長、深見早恵ＩＭ実行委員長のもと東尾張分区ＩＭ事前

ディスカッションが開催されました。 

今回は「ロータリーの魅力とは」について小牧ＲＣ、

名古屋空港ＲＣ,江南ＲＣの３クラブ８名で話し合われま

した。当クラブからは堀尾庄一君、猪子明君、駒田洋

平君の三人にお願いいたしました。堀尾君は自分自身

のロータリー仕事の実体験。杉浦会長年度より始まっ

た各種クラブ活動の紹介、特にワイン同好会の事業に

ついてと次回開催の案内をお伝えし、お誘いをいたし

ました。猪子君はバッチについて。駒田君はいろいろな

方との交流ができたこと等話合われました。引き続き席

を変え、懇親会が行われました。ディスカッションでの

話題をお肴にいただきました。猪子君に於かれまして

は川崎会長年度の時の幹事（岩倉ＲＣ武藤ガバナー補

佐、小牧RC小谷達也会長エレクト）の時の話に花が咲

きました。本日のディスカッションを含め４つのテーマの

様子をビデオ撮影し、編集された映像が２０２３年３月１

８日（土）東尾張分区ＩＭにて上映されます。楽しみにし

ていてください。 

 

会報掲示板 

 
 

  

写真等がございましたら会報までお知らせください 

 

（担当 早川 一三・山﨑 博征） 

Ｍｙ ＲＯＴＡＲＹの登録はこちら 
※初めての方は 

アカウントを作成してください。 

※アカウントがある方は 

 ログインしてご覧ください。 

ROTARY ２７６０ 

アプリダウンロードはこちら 


